
台風第１８号への対応について（第７報）（最終報） 

平成21年10月8日11:30現在 

庄内川河川事務所 

※ 下線部は前報からの変更箇所 

 

１． 庄内川・土岐川（直轄管理区間）の水位状況  

○ すべての観測所ではん濫注意水位を下回り、引き続き低下する見込み 

 

２． 被害の状況    

○ 矢田川右岸５．６kp付近（ＪＲ橋梁上流：名古屋市守山区鳥羽見一丁目地内） 

・川裏側堤防法面法崩れ 幅9.4m×高さ5m×深さ0.5m 表層崩れ 

   → 応急対策（シート張り）は完了済。2週間程度で本復旧を完了させる予定、人家への影響 

はなし（※詳細は別紙） 

 

３． 庄内川河川事務所の主な対応  

○ 10月6日 

・ 河川区域内の施設管理者へ出水時の流出防止対策等について徹底 

・ 河川敷のホームレスへの注意喚起 

 

○ 10月7日 

・ 14:00 庄内川河川事務所風水害対策支部設置、「注意体制」 

・ 17:00 「警戒体制」へ移行 

・ 23:00 「庄内川 水防警報（情報）第１号」 

  21時51分 名古屋地方気象台発表の高潮警報によれば高潮のピークは 

8日8時頃で、名古屋での最大潮位はTP上3 ﾒｰﾄﾙとされており、南東の風、最大風速25 ﾒｰ

ﾄﾙとされている。                    

そのため、庄内川及び新川河口付近、港区の堤防では、波浪による部分的な越水の恐れがあ

ります。堤防沿いの土地や堤防道路は部分的に冠水の恐れがあります。 

（参考）庄内川河口付近の堤防高：TP上6.2 ﾒｰﾄﾙ 

 

○ 10月8日 

・ 0:00 名古屋市、春日井市、清須市、大治町、甚目寺町へ情報連絡員を派遣 

・ 6:10 「庄内川 はん濫注意情報 第１号（洪水注意報発表 土岐、多治見、瀬古）」 

・ 6:40 「庄内川 はん濫注意情報 第２号（氾濫注意水位到達 瀬古）」 

・ 9:25 「庄内川 はん濫注意情報 第３号（洪水注意報解除 瀬古）」 

・ 10:30 庄内川河川事務所風水害対策支部「警戒体制」より「注意体制」へ移行 

 

問合せ先：   国土交通省 中部地方整備局 庄内川河川事務所 

 ＴＥＬ ０５２－９１４－６７１１ 

副 所 長      大塚 康司 

調査・品質確保課長  尾畑 功 
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【応急対策】

ブルーシートで法崩れ箇所等を保護する応急対策は完了済。

【復旧工事】

２週間程度で本復旧工事を完了させる予定。
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